
司会（寺園）：前回の座談会は「西南学院
と宣教師」というテーマで行い、あわ
せて大学博物館の横に西南学院宣教師
の記念碑も建てられました。今度は今
年４月から大学新チャペルがオープン
しましたので、西南学院の中心的なシ
ンボルであるチャペルのお話を聞かせ
ていただきたいと思います。学生時代
に出席したチャペル、今度は自分が職
場に身を置いて、子どもたち、学生生
徒を導く立場でのチャペル、そういう
関わり方もあると思います。それでは
まず初めに自己紹介を兼ねて、チャペ
ルの思い出、最初に受けたチャペルの
印象ということでお話をいただけたら
と思います。

◇チャペル（学校・園の礼拝）の
思い出

日�：私は２００１年の３月に退職しました
が、約４０年間西南にお世話になりまし
た。私の場合は、いろいろな先生に助
けられたというのが正直な気持ちです。
中学部に入学したころは太平洋戦争が
終わって、食べ物に苦労する時代でし
た。西南に入学して毎日チャペルがあ
りました。あの赤レンガのチャペルは、

今、大学の博物館になっています。ま
ず、チャペルですが、最初はやはり姿
勢正しく椅子に座りなさい、姿勢が悪
い、と注意ばっかり受けて苦痛でした
ね。多くの学友がそういう時期を過ご
したのではないかなと思います。しか
し、チャペルの内容は素晴らしく、外
部からもいろいろな講師を呼んでいた
だきました。例えば当時のチャペルを
設計したヴォーリズさん、世界的神学
者のシュバイツァー博士、それから真
珠湾攻撃の特攻隊長の淵田美津雄大佐。
淵田大佐はアメリカで牧師をされてい
るということでした。もうとにかく、
多くの素晴らしい人たちの話が聴けま
した。これを私の小学校時代の友人は、
西南は素晴らしいなと言ってくれまし
た。決して「教会へ行け」などと強制
されませんでした。ただ、話しを聞い
ているうちに自然とそちらの方に向い
てしまうような雰囲気がありました。
チャペルはそういう空気、雰囲気に溢
れていました。ですから姿勢が悪いと
か何とか言われる前に、顔が自然と講
師の方を向いて、失礼になってはいけ
ないということが分かってきたんです。
そういう意味で西南に入って良かった
と感じて、西南でがんばろうというの
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がチャペルの思い出でしたね。
土田：私は８６期生で、西南の文学部児童
教育学科を卒業後、早緑子供の園に保
育士として就職しましたが、ちょうど
清原選手と同期なので２３年目になりま
す（笑い）。今、主任保育士として勤
務していますけども、大学に入るまで
ずっと公立の学校だったので、キリス
ト教の学校というのは初めての体験で
した。入学式の翌日にランキン・チャ
ペルで児童教育学科の新入生が集めら
れ、オリエンテーションがありました。
いまだによく覚えていますが、その時
に堺太郎先生が最初の礼拝の中で、
「あなたたちは選ばれてここに来たん
です」とおっしゃったんです。みんな
受験勉強して、合格して、という過程
で西南学院大学に入学しているんだけ
れども、「がんばったから」ではなく
て、「選ばれた」と言われたのが、何
か余計に西南にいることの意味を、大
学に認められたというか、神様がちゃ
んとここに導いてくださったんだとい
う使命感みたいなものを感じました。

ああ、そんな考え方をするのだと思っ
たことが、とても心に残っています。
それが私とチャペルとの出会いであり、
とても印象的でした。
安武：私は大学の児童教育学科に昇格す
る前の短期大学部児童教育科卒業で６７
期です。昔の高等学部だった建物が児
童教育科の校舎になっていました。そ
して赤レンガにツタが絡まるチャペル、
私はその建物が大好きでした。２階に
上がる床の階段をみんなが歩くとギシ
ギシ音がして、それが心地よかったで
すね。全員が集まっても１５０人でした
し、児童教育科は毎日チャペルがあり
ました。卒業して４２年ですが、同級生
の印象もみんな同じで「一番大好きな
時間だった」と言っています。講話は
児童教育科の先生方なので、ひと月に
何回も聞けたわけです。学生は声楽の
授業がありましたし、みんな歌が上手
で、讃美歌がきれいでした。チャペル
は静かにお話を聞く楽しみの時間、
ほっとする時間でした。それからチャ
ペルで覚えているのは独特の匂いです。
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当時暖房は石炭ストーブでしたので、
２０分ぐらいに１回かき混ぜないといけ
ないのですが、その係をずっとやって
いました。それで独特の匂いと讃美歌
の歌声と、先生方の本当に熱心な思い、
アットホームで何でも相談できる場
だったと感謝しています。私は、卒業
して２年ほど別の幼稚園に行きまして、
その後、舞鶴幼稚園に３７年間、子ども
たちといっしょに学ぶ時を過ごさせて
いただきました。昨年の３月に定年退
職をしました。今は自由な時間をどう
使うか、感謝しながら毎日を送ってお
ります。
司会：どうもありがとうございました。
それでは伊原先生お願いします。
伊原：私は１９６５年に西南学院高等学校に
入学しました。隣の県立高校に落ちて
不本意入学でしたので、本当に西南に
行くのは嫌でした（笑い）。この感じ
はしばらく抜けませんでした。ところ
がゲッセマネ会１に入った。そういう
意味ではチャペルを通してキリスト教
と出会い、西南と出会い、教会と出
会ったということでしょうか。その出
会いが、私の人生を途中から大きく変
えてしまいました。今は教員として
チャペルと関わっているわけですけれ
ども、生徒として関わり、教員として
関わるというのは、本当に幸せな歩み
をしたのではないのかと思います。こ
の座談会のために、他の先生にチャペ
ルの印象を聞いてみたのですが、みん
な違うんです。ですから、私は高等学
校の代表ではなくて、単なる一個人と
しての発言であると理解してください。
チャペルといえば何を思い出すかと尋

ねられたら、ツタの絡まる赤レンガの
チャペル、中に入るとオイルの匂いが
して…、そういう空間というのはまる
で別世界で、それまでの私の経験にな
かった空間でした。それから赤レンガ
に白いペンキが塗られている木枠の窓。
赤に白なんですね。あの上開きの窓２

を開けると、キリキリと音がするんで
す。そんな話をすると、きりがありま
せんからこれくらいで…（笑い）。
泉：私が西南学院大学に奉職したのは
１９６４年、東京オリンピックの年でした。
その前にアメリカのテキサス州にある
ベイラー大学に５年間在学しており、
その間ずっとベイラー大学のチャペル
に出席していました。あの頃は、ウェ
イコホールというイベントホールに
３０００人ぐらい毎回集まっていました。
私は当時からクリスチャンでしたけれ
ども、クラスメイトがチャペルに誘っ
てくれて、初めてチャペルに連れられ
て行きました。英語がよく分からない。
何事が行われているかも分からない。
ただ、讃美歌は知っていたので、いっ
しょに歌って、非常に荘厳な良い雰囲
気に浸っていました。それから時々は
日本に派遣された宣教師がアメリカに
定期帰国して、チャペルの講師を務め
られたのですが、そういう時は何だか
自分の親戚に会ったような気がして、
非常に楽しみながらお話しを伺ってい
ました。時々は私も英語が分からない
なりに通訳などさせられたりして、非
常に楽しく、荘厳でありながら心に染
み入るような、チャペルと留学生活を
５年送ってきました。１９６４年に結婚す
ることになって、私の夫が教養部３の

１ 創立当初から続いている高校の宗教部のこと。
２ 上下に開く窓。手を挟まないようにロープでつないでいる。
３ 現在の国際文化学部の前身
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泉 マス子氏

教員でしたので、当時の古賀武夫学長
に挨拶に行くので私を連れて行ってく
れました。その時に古賀学長が、「あ
なた、アメリカで何してきたと？」と
聞かれました（笑い）。ベイラー大学
のチャペルの話をしたり、当時は語学
教育に、教育工学というシステムが導
入され、例えば LLなどがその分野な
ので、そういうことをお話ししたら、
「じゃあ、明日から来てくれんかね」
とおっしゃって、それで私の採用が決
まったわけです。

司会：いい時代ですね（笑い）。
泉：いい時代でした。文学部にはクリス
チャンの先生が多かったので、「泉さ
ん、チャペル行こうよ」と誘われて、
結局、約５０年のチャペル生活を送りま
した。ミッションスクールというとや
はりチャペル。そういうところにいつ
も自分の居場所を与えられて過ごして
きたと思います。退職してからもう１０
年経ちますけれども、やはりチャペル
との関係は切っても切れない、そうい
う状況の中で、感謝しながら生活して
います。

司会：どうもありがとうございました。
では最後に私も自己紹介をしたいと思
います。私は高校を卒業して神学部に
１９５８年に入学しました。最初の２年間
は教養課程でしたので西新キャンパス
で授業を受けて、こちらのチャペルに
出席しました。そして３年生以降は、
専攻科まで干隈キャンパスで神学部独
自のチャペルが毎日行われていました
ので、そちらの方の印象が強いですね。
神学部でのチャペルというのは神学部
の先生が主に話されますけれども、神
学生たちも説教練習を含めて話をする
機会があり、それなりの緊張がありま
した。西新キャンパス、ランキン・
チャペル４でのチャペルというのは、
大学の先生が講師をする場合がほとん
どだったように記憶しています。最近
は外部の講師が多いのですが、その頃
はあまりなかった。外部の講師も教会
の牧師ぐらいで、良いか悪いかはとも
かく、多様な人材ということではな
かったと思います。そして私は、ギャ
ロット先生がチャペルでよく、使命感
を持った生き方をしなさい、というこ
とを繰り返して言っておられたという
印象があります。そして本当に使命を
持った生き方ということを、若い魂に
叩き込まれたという感じがします。

◇心に残るメッセージ

司会：初めにみなさんのチャペルの思い
出を語っていただいたのですが、次に
心に残るメッセージ、聖句や讃美歌な
どがありましたら、お話しください。
日�：実は、今日お集まりの皆さんのい

４ 米国南部バプテスト連盟外国伝道局の全額補助を得て建てられた。名称は、西南学院の発展のため、物
心両面において支援尽力した同連盟総主事M．T．ランキン氏に由来している。２００６年９月に取り壊され、
現在は２００８年４月に新しいチャペルとして生まれ変わった。
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日� 利隆氏

ろいろな話を聞くと、確かにチャペル
の思い出は個人差があるようです。時
代背景にもよりますけど、今、司会の
寺園先生は学内の講師とおっしゃって
いましたが、私の場合は逆に外部の講
師から、素晴らしい話を聞いたという
印象が強いです。何もない、殺伐とし
たそういう時代に中学生として西南の
チャペルで有意義な講話を聞くことが、
食べ物と同等の力を与えてくれたので
はないかと思います。

司会：土田先生はどうですか。
土田：先ほど安武先生が、学生の時に讃
美歌を歌うのが好きだったというお話
をされましたけれども、やはりチャペ
ルに行っていろいろな先生の話を聞く
のはもちろんですが、必ず歌うという、
そこから入る、そこが何か、チャペル
の一つの大きな役割と言いますか、入
り方の開かれた部分じゃないかと思っ
ています。
安武：礼拝の思い出というと、舞鶴幼稚
園では子どもたちは３歳で入園してき
ます。最初に出会うのが「神様は愛で
す」という聖句です。でも、３歳の子
どもには何のことか分からないんです
ね。私も子どもたちは神様をどういう
ふうに受け止めているのだろうかと

ずっと考えていました。私が受け持っ
た３歳の女の子でしたが、ある日礼拝
中「先生、神様の名前って知って
る？」と聞くんですね（笑い）。何て
言うのが一番教師らしいかなと思って

・
答えに困っていました。そしたら、「あ
・
いちゃんよ」と言うんですね。「神様
は愛です」を毎朝友だちと唱えながら
考えていたのでしょう。自分には姓と

・・
名があるから「神様はあいちゃんって
言うんだよ」と。あまりに素敵な子ど
ものひらめきに思わず抱きしめてしま
いました。当時、指導を受けた音楽の
安田ヤス先生にその話をしたら、素敵
なメロディーを付けてくださいました。
その子も今は金沢の幼稚園の先生に
なっています。教師冥利に尽きます。
司会：今、安武先生が「教師冥利に尽き
る」と話されましたけど、チャペルを
催す側としての良かった点、またこれ
はまずかったという、そういう体験な
どありましたら、お聞かせ願いたいと
思います。今、毎日中高のチャペルを
催すという立場から伊原先生はどうで
すか。
伊原：来年度本校を受験する中学校の保
護者の方々が学校見学に今年だけで１７、
１８校ぐらい来られて、その案内役が教
頭の仕事なのです。教育内容や施設を
紹介して最後にチャペルに案内するの
ですが、そこに座っていただいて「チャ
ペルはこんな場所で、他の私立や公立
の学校にはないものです」、「結婚式場
ではありません」と冗談を言ったりし
ながら説明するわけです。先日、西区
の小戸公園で母親がわが子を殺害する
という事件があり、その地元の保護者
の方たちが来られました。その時に、
普段どおりの説明しようと思っていま
したが、でもやはりこの事件に触れな
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いわけにはいかないだろうと思いまし
た。生命の問題なのです。つまり、キ
リスト教にとって生命の問題というの
は中心的な問題で、今の世の中に殺人
事件が多く起こっています。そこのと
ころをキリスト教はどう考えるのかと
いうことです。「なぜ人の生命を奪っ
てはいけないのか」と問われた時に、
一般的になかなか答えるのが難しい。
本当に答えにくいわけです。保護者の
方々には「人間の生命は我々が神様か
ら与えられたもので、言わば一時的に
お預かりしたようなものですから、も
ちろん自分の生命であっても自由に出
来ないものです。それが基本的に西南
の持っている考え方だと思います」と
答えました。それまでは、ざわついた
感じがありましたが、この時は非常に
きちんと聞いていただきました。この
ような問題で相手の心にストレートに
切り込んでいけるというのは、西南の
いいところじゃないかと思います。他
の学校だったら絶対出来ないわけです
よね。
司会：それと同じようなことを明治学院
の久世院長からも聞いたことがありま
す。他校の先生から「キリスト教学校
は良いですね。他の学校では言えない
ようなことも言えるから」と言われま
した。例えば神は愛であるとか、命は
大事だということを、普通はなかなか
ストレートには言いにくいけれども、
特にチャペルなんかはそういうことを
言わないとチャペルにならない、とい
う点がありますからね。

◇チャペルに来た著名人

司会：泉先生は、去年もチャペルに来て
いただいて講話してくださいましたが、
学外からも神学者や作家などを呼んで
チャペルで講話してもらうことがあり
ます。そのような著名人について、特
に印象的なお話はありませんか。
泉：実はもうずいぶん前になりますけれ
ども、ノートルダム学院の渡辺和子先
生が「ご大切の愛」というお話をな
さったことがあります。宣教師が日本
に入り始めた１６世紀頃、「神は愛であ
る」という言葉がなかなか翻訳できな
かった。そこでポルトガル語の辞書に
初めて「愛」という言葉が出てきて、
そこには「ご大切」と書いてあったと
そういうような話でした。後に私はそ
れをゼミの材料にして、学生たちと
ディスカッションもしました。渡辺先
生の特別伝道週間５のお話は、ゼミの
学生だけではなくて、私が勧めた他学
部の学生たちが聞いて、感激をして涙
を流したと言っていました。これが一
つの西南チャペルの良い思い出として
残っています。それから、思い出に残っ
たと言えば、作家の曽野綾子さんが来
られました。あの方の知名度、著書、
そういうものに影響されて、学生がラ
ンキン・チャペルにいっぱいで通路も
学生が座っていました。何を話された
かというと、「死に至る生」とか、「生
と死の関係」、これは当時としては珍
しいテーマで新鮮だったなという記憶
があります。ただその時の出席率の良
さに圧倒されて、話の内容はあまり覚
えていませんが…（笑い）。それから
もう一つ。これは当時香港バプテスト

５ 現在の「キリスト教フォーカス・ウィーク」
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大学の学長をしておられる謝志偉先生、
実はベイラー時代の同級生で科学の専
攻でした。やはり科学者だけに、普通
に見る目ではなくて、もっと違った
ディメンションから聖書を読み、神様
を信仰すれば良いのではないかという
お話でした。もう一つ良いですか。ド
イツ文学の小塩節先生。
司会：今はフェリス女学院の理事長をし
ておられます。
泉：そうですか。この先生がモーツアル
トやシューベルト、その他いろいろな
ヨーロッパの音楽家、作詞家、作家に
詳しい方で、非常に面白いお話をして
くださいました。お話しもさることな
がら、バリトンの朗々とした声で叙事
詩を読まれたり、歌ったりされました。
これは非常に印象深く思い出に残って
います。小塩先生の話になると、すぐ
にあの時の朗々たるバリトンを思い出
します。楽しい思い出でした。
司会：神学部のチャペルでゲストといい
ますと、外国から有名な神学者がたく
さん来校されています。ざっと名前を
挙げるだけでもアルベルト・シュバイ
ツァー。それからカール・バルトの長
男のマルクス・バルト。それからバル

トの弟子のブッシュ、クラッパート。
それからエーミル・ブルンナーなど、
そういう人たちが神学部のチャペルに
来ました。ランキン・チャペルの方で
は作家の大江健三郎さんも来られたん
ですね。
日�：学研所長と二人で空港まで迎えに
行きましたが、あの時もチャペルが多
かったですね。
司会：先ほど先生方のお話の中で、音楽
や歌が果たす役割というのは、幼稚園
や保育所では非常に大きいと思いまし
た。中高生の方は讃美歌であまり声が
出ないので、指導の先生がもっと大き
な声をと言いますが、中学生などは、
たぶん歌うことよりも言葉の方に思考
の重点が移る過渡期だと思うんです。
しかしこの保育所・幼稚園・小学校の
時期というのは言葉よりももっと歌と
か動作とか、そういうことがチャペル
で大切なことになるのだろうなと思い
ました。ですからチャペルの意義は、
「言葉をもらう」という言葉があるけ
れども、歌をもらうというか歌を歌っ
て賛美するとか、そういうのも大きい
だろうと思いますが、そのあたり具体
的に何かもう少し話をしていただける
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安武 智里氏

とありがたいと思います。
土田：以前、坂本献牧師のお子さんをお
預かりしていた時期に、月に一回、坂
本先生にいらしていただいていました。
私たち保育士としては講師をお迎えし
て子どもたちにおとなしくお話しを聞
くよう非常に気を使いますが、そのよ
うな気遣いは全く必要なく、たくさん
歌ったり、踊ったり、すごく楽しかっ
たんですね。音楽とは楽しいもので、
そこから始まり神様の言葉を曲にのせ
て歌うことは、子どもたちにとっても
ごく自然で楽しいことだと教えられま
した。それから保護者の方が早緑の入
園式で、最初に讃美歌を歌うという時
に、本当に懐かしいと言われます。キ
リスト教系の幼稚園卒園生で、これま
では何十年も全然触れていなかったの
に、あの時の気持ちを思い出したとか、
あの雰囲気がとてもよかったとか、よ
くそういう感想を保護者の方からはお
聞きします。そういう音楽から感じら
れることというのは、子どもも大人も
同じだなと思いますね。
司会：安武先生はどうですか。ご自身も
よく歌を歌われると思いますが。

安武：私も子どもも大人も同じだなと思
います。クリスマスの降誕劇の中で２３

曲ほど歌います。その年によって選曲
を変えていくつもりではありますけれ
ども、やはり変え難い歌が何曲かある
んですね。舞鶴は、親子三代OB・OG
もいれば、親子二代というのはそれほ
ど珍しくもありません。それで自分が
舞鶴にいた時も歌ったということで、
あれは原点回帰というんでしょうか、
その歌になるとそこだけ大きな声で、
本当にもう周りもつられて歌ってしま
うんです。だから良い歌は古くならな
いんだと思います。また、歌と言えば
もう何年前になりますか、広く市民に
も開かれたチャペルでアメリカからゴ
スペルグループの来日公演がありまし
た。その時に私は何度も「子どもも
行っていいですか」と確認して参加の
許可を得ました。その時はおそらくお
となしい子等を宗教局の方は予想され
たかもしれませんが…。それで園とし
て非常警戒態勢を取り、教師たちもそ
の日は早くからランキン・チャペルに
行って、子どもたちが会場の雰囲気を
壊さないように気をつけました。とに
かく３歳から６歳の一番元気どころが
２０人くらい行きましたが、最初わりと
静かな歌だったのにアメリカの方はの
せるのが上手ですよね。やがて子ども
たちは、手招きされステージに何人か
登ったと思いますが、リズムに合わせ
楽しそうに跳ねるのです。その間冷汗
でしたが（笑い）、会場は大いに盛り
上がりました。その子どもたちが帰る
時に「イエス様のこと歌ってたんだよ
ね」、「上手だったね」「英語で歌って
たね」と喜んで言うんです。「どう
だった？」と聞くと「うん、楽しかっ
た。イエス様カムカムでしょ！」と言
うんですね。その音楽会の主旨を一番
享受したのではないかと思いました。
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司会 寺園 喜基院長

幼いうちにキリストを覚えるというの
は確かだなと思います。
司会：中高でチャペルと音楽というと、
吹奏楽部や弦楽部などが演奏する機会
がありますが、その結び付きはどうな
のですか。

伊原：そうですねえ。今でも中高のチャ
ペルでは讃美歌を歌わせるのに苦労し
ます。また、そういう私たち自身もよ
く怒られました。昔、宗教主任の清水
実先生が聖書か讃美歌か忘れましたが、
あれで生徒の頭をバシバシ叩いていた
のを今でもよく覚えています（笑い）。
C．K．ドージャー先生も壇上から見
張っていて、態度が悪い生徒を怒って
いたと言われます。中高生とはそんな
ものではないでしょうか。
日�：ご子息のエドウィン先生になると
全然それはなかったですね。それから
ギャロット先生もどちらかというと、
真正面から話す人ではなく、手をお尻
につけたようにして斜めになって話
していました。そういう意味では、
ちょっとお行儀が悪かった（笑い）。
司会：私は木村文太郎先生から影響を受
けましたが、あの先生は最初に「今朝
は三つお話しします」と言って話を始
められました。その方が印象に残りや

すい感じがして私も取り入れています。
伊原：木村先生は、きちんと起承転結が
決まっていました。とても聞きやす
かったですね。

◇チャペルの本質・意義

司会：卒業生の皆さんに聞くと、チャペ
ルが良かったとか、讃美歌を今も歌い
ますなどという声をよく聞きます。現
役の生徒や学生には評判は悪いかもし
れないけれども、後から思い返してみ
ると、「あの話は良かった」、「あれは
大事だったし、今でも大事だ」という
ことがチャペルにはあるように思いま
す。そこでチャペルの本質・意義はど
こにあるのか考えてみたいと思います。
歌を歌うこと。人生を考えること。生
と死を考えること。神の愛を考えるこ
と。などいろいろあると思うし、若い
魂にはなかなか届かないかもしれない
けれども、だからといって投げかけな
いのではなくて、投げかけていたもの
が卒業して、しばらくしてから芽生え
るということもあると思います。チャ
ペルは人気がないから止めるというの
ではなくて、大切なものですから守る
という姿勢があるように思えるのです
が、今後の西南学院のチャペルの在り
方を聞かせてくださいませんか。
伊原：今年、教育に関するある会議が
あって、その委員に選ばれました。答
申案を検討していく中で、絶対これは
答申案に反映されないだろうなと思い
ましたが、本当に今の時代、生命の問
題が一番大切だと思ったのです。宗教
教育じゃないかと思ったのです。生命
の問題に触れようと思うと、これは宗
教という切り口以外では触れられない。
だからこういう場所では言わないでお
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伊原 幹治氏

こうかと思ったのですが、やはり言わ
ずにはいられなかったんです。それを
何人かの方が支持してくれましたけど
も、残念ながら答申書には「宗教」の
「し」の字も出ていなかったですね。
司会：やはり死生観の問題ですか。
伊原：そうです。やはり宗教教育が大切
だと思います。チャペルまたは「聖
書」という授業があるわけですけども、
そういうものを通して、生命の教育が
できるということです。そこがますま
す大切になってきた。これまで以上に
大切になってきたと思います。ですか
らもっと正面に据えていく、そういう
姿勢が本当に必要なのではないかと
思っています。

泉：西南のチャペルやキリスト教学は、
その中にいる時は「つまらない」と言
う学生もいますが、そう言いながら心
の中にはキリスト教的な考え方が、必
ず植えつけられていると思うんです。
「神は愛なり」とか「自分を愛するよ
うに隣人を愛せよ」というようなあの
聖句は、彼らが何か悩み事や壁にぶつ
かった時にふっと出てくるのではない
だろうかと思います。社会に出て悩み
や不安の中で、本当に疲れ果てている
人がいますが、その時にチャペルで聞

いた講話やキリスト教学で受けた講義
が、なんとなく蘇えってくるというこ
とを卒業生がよく言っています。それ
で、卒業して何年か経って、何か真実
のものが欲しいと思った時に、やはり
チャペルが思い出されるのではないか
と思っています。
日�：私も泉先生と全く同感です。卒業
して同窓会などで話をする時に、あれ
だけチャペルを怠けて休んでいた者た
ちが、同窓会で言うことは、全く逆の
ことを言っているんですね。「チャペ
ルを怠けずに、話をきちんと聞けば良
かった」ということを口にしています。
それは何かと言いますと、一般世間で
は教育対象にされず、西南であって初
めて教育されるその内容が、卒業後、
どこかにこびりついているということ
があるのではないでしょうか。決して
無意味ではない。私は定年退職して８
年になりますけども、やはり中高の同
窓会というのは、案内状を見ると、な
んとなくチャペルで慣れ親しんだプロ
グラムが入っているんです。なぜこう
いうものがあるのかな、教会にも行か
ずチャペルもサボったあいつが、と思
うんですけども、やはり教育にはそれ
なりに時間がかかるものだということ
ですから、今以上に厳しく教育をな
さっていただいてもいいのではないか
と思います。

◇１００周年以降のチャペルあり方

司会：最後に西南学院もあと７年で創立
１００周年を迎えますが、１００周年以降の
チャペルのあり方についてお考えがあ
りましたらお願いします。
泉：西南には立派なパイプオルガンがあ
りますので、その演奏と講話というの
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をいつも合体させてチャペルができれ
ば良いなと思います。こういうものを
地元のテレビ局と提携して、もっと開
かれたチャペルにすればどうだろうか
と考えます。ベイラー大学ではそうい
う事をやっておりました。国際交流と
いうのをわりに西南は早くから取り入
れていますね。やはり国際交流の中で
チャペルをどのように持つかというよ
うなことも、西南に留学して来たノン
クリスチャンの学生たちも対象に考え
て、ある程度教育する必要があるので
はないか、という気がしています。私
も留学生別科で教えていたことがあり、
チャペルに留学生を誘って行くのです
けど「日本語が分からないから」と
言って、参加しない学生がいます。分
からないなりにそういうプログラムを
持って、しかもそれをローカルに放映
しても良いのではないかというような
気がしていますね。
司会：西南学院にFMラジオ局を作ら
ないかという話がありました。アメリ
カの大学はFM局を持っていると先
生がおっしゃっていましたよね。
泉：テレビ局も持っていて、狭い範囲で
すけれども、放映しています。
司会：西南のチャペルを放映するとか、
そのようなことを考えられたらいいで
すね。
泉：これはやはり、開かれたチャペルと
いうことになるのではないかと思いま
す。
伊原：先ほど土田先生が最初に言われた
「あなた方が西南を選んだのではない。
あなたたちは選ばれて来たんだ」とい
うフレーズは高等学校の入学式で必ず
校長が語る内容です。生徒はそのフ
レーズをよく覚えています。本当によ
く覚えている。初めてキリスト教に触

れる体験をした時に、投げかけられた
印象的な言葉ですが、入学式以外では
ほとんど語られない。それが卒業を前
に『遙けきかな』という年刊誌を出し
ていますが、非常に印象的だったと３
年生が書いています。自分が卒業する
時点で、西南に選ばれたんだとしか言
えないというか、そう確信するに至っ
たというか、そういう自分なりの体験
を何人かの生徒が書くんです。そうい
う意味で、「神様が選ぶ」という、他
校では全くない経験ですが、そういう
言葉というのはチャペルでしか聞けな
いと思いますし、一度聞いた時になか
なか忘れられないもので、そういうも
のがずっと残るんでしょうか。また今
年も卒業生が同じ事を言っているなと
思いながら読んでいます（笑い）。
司会：西南OBで文学者の原田種夫さん
は旧制中学部の卒業生ですが、修猷館
を３回くらい受験している。算数が全
然ダメでどうしようかと思ったそうで
す。仕方がないから西南に入ったとこ
ろ、やはり彼は入学式の時にドー
ジャー先生が同じように言うのを聞い
て、最初は腹を立てたけれども、卒業
の時には納得して卒業したと、西南新
聞にも書いています。そういう言葉と
いうのは、今でも生きているのかもし
れません。幼稚園や保育所でチャペル
の本質、あるいは今後のチャペルの守
り方ということを考えると、何かあり
ますか。
土田：早緑の子どもたちで保育時間が長
い子は１２時間ぐらい園で過ごしますの
で、たくさんの人やものと関わって、
いろいろ刺激を受けて良い影響がある
けれども、とても疲れるんですね。頭
も体も心も。そういう時に、必ず園児
はお昼寝をしますが、もちろん疲れを
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癒す意味もあるでしょうけれども、そ
の時間だけは自分に向き合って、今ま
で外に向いていたエネルギーが自分に
向いて来る、そういう時間だと感じて
います。例えばそれが大学生になると、
いろいろな悩みや不安があると思うの
ですが、チャペルに足を運ぶことで、
その時間は「讃美歌が楽しい」でもい
いし、「この話は難しいなあ」でもい
いし、どう感じるかはその人の自由で
あって、自分で自分のことを考えられ
る時間が与えられます。ノンクリス
チャンの学生さんにも、自分と他のも
のとの関係などを考える１つのきっか
けになるのではないかと思います。
チャペルはそんな存在であることに大
きな意味があるのではないでしょうか。
それから早緑の３月の聖句は「私はあ
なたがどこに行ってもあなたを守る」
という聖句を選んでいます。例えば赤
ちゃんが生まれて、母子関係がしっか
りできて、愛着関係が育つと、それを
「心の基地」にして冒険し、探索する。
そしてまたお母さんのところに戻って
来る。そういう安心、心の基地があっ
て、外に向いて行くという、何かその
当たり前の愛着行動、人間の大事な愛
情の元に成り立つことがあるような気
がします。私は、この聖句と子どもた

ちの姿とキリスト教というものが、と
ても繋がって感じられます。チャペル
は、安心して神様のお話を聞き、自分
自身に向き合い、心の力をつけていく
ようなそういうところであってほしい
と思います。
司会：本当にそうですね。ありがとうご
ざいました。安武先生どうぞ。
安武：若い人たちはやはり求めていると
思います。自分がどの道に進むのか、
自分が何をしようとしているのかとい
ろいろなところで悩んで模索している
んですね。チャペルは、家庭の代わり
はできないけれど、やはり発信基地で
あってほしいと思います。すぐには答
えにならないだろうけれど、チャペル
での話のひとつひとつが心の種になっ
て、その種が実になるまでは時間がか
かります。けれども、たとえ独りになっ
てでもチャペルというのは常に利用さ
れて、居心地の良い場所であり、きれ
いなハーモニーが聞こえてくるところ
であり、誰かが優しい声で語りかけて
くれる、そういう場所であるというこ
とが大事なのではないでしょうか。こ
ういう話があります。舞鶴には創立以
来、父母礼拝というのが続いていて、
園長や鳥飼教会の牧師先生が礼拝を守
りに週に１回来てくださっています。
今は毎週約２０人の父母が自ら集まるの
ですが、それがある年いろいろな事情
があり、参加者がたった１人の時があ
りました。約３０年前のことです。当時
園長を兼務しておられた村上寅次先生
は、たった１人のために、本当にお忙
しい公務があったけれども、その時間
を決して休まれなかったんですね。必
ずそこに来て、その人と向かい合って、
１時間をしっかり過ごされましたが、
それが半年ぐらい続きました。それで、

土田 珠紀氏
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「どうですか」とたった１人で参加し
ているお母さんに聞くと「自分が生き
てきた中で本当に一番満たされた時間
です。私の一番大切な時間です」とおっ
しゃったのです。ご自身が舞鶴の卒業
生ということもあるでしょうけど…。
自分の生き方を探る学生のために、自
らが歩み入る場が常に西南にはチャペ
ルという形で備わっている。人数を競
い合うのではなくて、「いつでもあな
たのために用意されている」というこ
とを主催する側が心掛けていくことが
大事なことではないかと思います。
司会：そうですね。こちら側の心構えも
大切ですね。ありがとうございました。
もうそろそろ終わりの時間ですが、最
後に、これは言っておきたいというも
のがありましたら、自由に発言してく
ださい。
土田：最後に一つ。今年度、小学校開校
の関係で、ワーキングチームの中高の
先生方と話をする機会を持ったのです
が、その時に１から１０まで話さなくて
も共通する子ども観、教育観というの
があって不思議な安心感を覚えました。
私たちは子どもたちの５年後、１０年後
の姿を考えながら、毎日保育をしてい
ます。中高や大学の先生方も子どもた
ちが育ってきた歴史や背景など、お互
い上を見たり、下を見たりというよう
なことは、とても大事なことだと思い
ます。２０１０年に小学校も開校すれば全
部が繋がることになりますが、西南学
院の中で宗教教育というものは、どこ
の学校・園にも繋がっているものなの
で、具体的には分からないけれども、
現場の先生方や保育士などの、教育・

保育の基本的な部分で話をしたり見学
し合うなど、そういう機会があるとい
うのは西南学院としてとても大事なこ
とではないかなと思っています。
司会：現在、全学院の学院宗教委員会と
いうのがありますが、いろいろなレベ
ルで交流ができると良いですね。
伊原：私も一つだけ。コミュニティクリ
スマス６というのは市民や地域の方々
に開いたチャペルだと思いますが、そ
ういう意味でちょっと違うチャペルだ
ろうと思います。以前から中高のチャ
ペルを会場として使っていただいてい
ますけど、いつもとちょっと違う雰囲
気だと思います。そういう意味では、
新しい可能性として、これからも大事
にしていけば良いのではないかと思い
ます。
司会：そういう意味では、全教職員の礼
拝として、教職員のクリスマス礼拝や
創立記念日の礼拝などがあるんでしょ
うね。
今日は建学の精神を一番体現してい
るチャペルについて「西南学院とチャ
ペル」というテーマで語っていただき
ました。個人的な思い出やあるいはそ
れぞれの若い頃や職場としての思い出、
さらにチャペルの本質論に至るまで、
いろいろとご意見をお伺いすることが
できて、大変ありがとうございました。
今後とも、どうぞよろしくお願いした
いと思います。

■この座談会は、２００８（平成２０）年１０月３日、

西南クロスプラザ２階ゲストルームで実

施されたものです。

６ １９９３年に「西南学院市民クリスマス」という名称で初めて開催され、現在は「西南学院コミュニティク
リスマス」として定着した。
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